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国際放射線防護委員会（ICRP） 

放射線防護の基本的な枠組みと防護基準を勧告することを目的とする。
主委員会と5つの専門委員会（放射線影響、線量概念、医療被ばくに
対する防護、勧告の適用、環境の放射線防護）で構成されている。 

1977年 
勧告 

1990年 
勧告 

2007年 
勧告 

線量限度 
（職業人） 50mSv/年 

100mSv/5年 
かつ 

50mSv/年 

100mSv/5年 
かつ 

50mSv/年 

線量限度 
（一般公衆） 5mSv/年 1mSv/年 1mSv/年 

mSv：ミリシーベルト 

国際放射線防護委員会（ICRP） 

防護の原則 

1977年 
勧告 

1990年 
勧告 

2007年 
勧告 

（参考）ICRPの勧告より、線量限度について抜粋 

　1928 年、医療従事者を放射線の障害から防ぐために国際Ｘ線ラジウム防護委員会
が設立されました。1950 年には、国際放射線防護委員会（ICRP）に改組され、放
射線防護の基本的な枠組みと防護基準を勧告する機関という重要な役割を担うこと
になりました。近年では 1977 年、1990 年、2007 年に勧告を行っています。ICRP
が勧告を発表すると、多くの国では放射線防護関係の法令の見直しを行います。
　ICRPの勧告の骨格は、原爆被爆者の疫学調査をはじめとする広範な科学的知見を
基にしており、1990 年以降、確定的影響と確率的リスクの総合的な推定値は基本的
には変わらないとして、これまでの防護体系がほぼ踏襲されています。
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勧告の目的 

1)人の健康を防護する 
・放射線による被ばくを管理し、制御することにより、 
 確定的影響を防止し、  
 確率的影響のリスクを合理的に達成できる程度に減少
させる 

2)環境を防護する 
・有害な放射線影響の発生の防止、または頻度の低減 

勧告の目的（国際放射線防護委員会（ICRP） 2007年勧告） 

防護の原則 

　国際放射線防護委員会（ICRP）の勧告の目的は、｢放射線被ばくに関連して望まし
い人間の努力および行動を不当に制限せずに、放射線被ばくによる有害な影響から人
間と環境を守るための適正な水準の防護に寄与すること｣ とされています。
　この目的達成には、「放射線被ばくとその健康影響に関する科学的知見は必要な前
提条件ではあるが、防護の社会的・経済的側面にも考慮しなければならず、この点は、
危険の管理に関する他の分野と異なるものではない」と、2007 年勧告には記載され
ています。
　勧告の主目的は、人の健康の防護にありますが、2007 年勧告では、新たに環境を
防護するという目的が追加されました。
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